
(57)【要約】

本発明は、次に示す工程からなる、劣化した、すなわち

、効果がなくなった触媒コンバータを再生する方法を説

明する。－交換される触媒ユニットが収容された領域で

触媒コンバータをその軸に垂直に切断する。－内部を空

にして洗浄して、収容されていた触媒ユニットの全ての

残留物を取除く。－ウオッシュコート及び貴金属で処理

される前又は処理された後の滑らかな金属シートとひだ

付の金属シートとを重ねてコイル状に巻いて作った触媒

ユニットであるケースなしの巻かれたユニットをシェル

に詰込む。－この巻かれた帯状体をシェルに締結する。

－２つの切断された部分を一体に結合してＴＩＧ／ＭＩ

Ｇ溶接することによって触媒コンバータを再構成する

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
劣 化 し た 又 は 効 果 が な く な っ た 触 媒 コ ン バ ー タ の 再 生 方 法 で あ っ て 、
－ 交 換 さ れ る 触 媒 ユ ニ ッ ト が 収 容 さ れ た 領 域 で 、 収 容 さ れ た 前 記 触 媒 ユ ニ ッ ト の 断 面 積 及
び 形 状 が 一 定 で あ る 箇 所 で 、 触 媒 コ ン バ ー タ を そ の 軸 に 垂 直 に 切 断 し 、
－ 内 部 を 空 に し て 洗 浄 し て 、 収 容 さ れ て い た 前 記 触 媒 ユ ニ ッ ト の 全 て の 残 留 物 を 取 除 き 、
－ 滑 ら か な 金 属 シ ー ト と ひ だ 付 の 金 属 シ ー ト と を 重 ね て コ イ ル 状 に 巻 い て 作 っ た も の 又 は
既 成 の 新 し い 触 媒 ユ ニ ッ ト で あ る ケ ー ス な し の 巻 か れ た ユ ニ ッ ト を シ ェ ル に 詰 込 み 、
－ こ の 巻 か れ た 帯 状 体 を 前 記 シ ェ ル に 締 結 し 、 又 は 、 新 し い 既 成 の 前 記 触 媒 ユ ニ ッ ト を 固
定 し 、
－ 前 記 ２ つ の 切 断 さ れ た 部 分 を 一 体 に 結 合 し て Ｔ Ｉ Ｇ ／ Ｍ Ｉ Ｇ 溶 接 す る こ と に よ っ て 触 媒
コ ン バ ー タ を 再 構 成 す る 工 程 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 触 媒 コ ン バ ー タ の 再 生 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
処 理 さ れ る 前 記 触 媒 コ ン バ ー タ を そ の 断 面 積 が 最 大 で あ る 点 で そ の 軸 に 平 行 に 切 断 す る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 触 媒 コ ン バ ー タ の 再 生 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
巻 か れ た 前 記 触 媒 ユ ニ ッ ト を 形 成 す る 巻 か れ た 帯 状 体 は 、 一 体 に 巻 か れ る 前 後 に ウ オ ッ シ
ュ コ ー ト で 処 理 さ れ て 貴 金 属 が 浸 透 さ れ 、 そ し て 、 前 記 シ ェ ル 内 に は め 込 ま れ る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 触 媒 コ ン バ ー タ の 再 生 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
巻 か れ た 前 記 触 媒 ユ ニ ッ ト を 形 成 す る 巻 か れ た 帯 状 体 は 、 最 初 に 巻 か れ る 前 に ウ オ ッ シ ュ
コ ー ト で 処 理 さ れ 、 前 記 シ ェ ル 内 に 固 定 さ れ た 後 、 貴 金 属 が 浸 透 さ れ る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ 乃 至 ３ の い ず れ か に 記 載 の 触 媒 コ ン バ ー タ の 再 生 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 触 媒 コ ン バ ー タ は 、 あ ら ゆ る 形 状 及 び 寸 法 の 前 記 触 媒 ユ ニ ッ ト を 有 す る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ 乃 至 ４ の い ず れ か に 記 載 の 触 媒 コ ン バ ー タ の 再 生 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
重 ね て 巻 か れ た 前 記 帯 状 体 は 、 ピ ン 、 リ ベ ッ ト 又 は 他 の 取 付 具 に よ っ て 前 記 シ ェ ル に 固 定
さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ５ の い ず れ か に 記 載 の 触 媒 コ ン バ ー タ の 再 生 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 触 媒 コ ン バ ー タ は 、 内 燃 機 関 に よ っ て 発 生 す る 汚 染 ガ ス を 浄 化 す る た め に 使 用 さ れ る
一 般 的 な 形 態 の 装 置 を 意 味 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ５ の い ず れ か に 記 載 の 触 媒
コ ン バ ー タ の 再 生 方 法 。
                                                                                
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 劣 化 し た 触 媒 コ ン バ ー タ の 再 生 方 法 を 説 明 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 自 動 車 、 産 業 車 両 、 土 木 車 両 及 び 内 燃 機 関 を 備 え た 全 て の 車 両 は 、 様 々 な 部 品 か ら な る
排 気 ガ ス を 排 出 す る た め の 排 気 シ ス テ ム が 装 備 さ れ て い る こ と が 知 ら れ て い る 。 例 え ば 自
動 車 に お い て は 、 排 気 シ ス テ ム は 、
－ 排 気 マ ニ ホ ー ル ド 、
－ 触 媒 コ ン バ ー タ （ 排 気 マ ニ ホ ー ル ド に 結 合 又 は 分 離 す る こ と が で き る ） 、
－ サ イ レ ン サ （ そ れ 自 体 が 異 な る 要 素 で 作 ら れ る ） 、
か ら で き て い る 。
本 発 明 は 、 触 媒 コ ン バ ー タ の み に つ い て の も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 内 燃 機 関 を 備 え た 車 両 は 、 製 造 会 社 に よ っ て 特 定 の 触 媒 コ ン バ ー タ が 装 着 さ れ る が 、 そ
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の 特 性 は 、 と り わ け 使 用 さ れ る エ ン ジ ン の タ イ プ に 依 存 す る 。
　 触 媒 コ ン バ ー タ は 、 排 気 ガ ス に 含 有 さ れ る 汚 染 物 質 を 分 解 す る ス テ ン レ ス 又 は コ ー デ ィ
エ ラ イ ト モ ノ リ ス （ 触 媒 ユ ニ ッ ト ） が 内 部 に 配 置 さ れ た ス テ ン レ ス ス チ ー ル の ケ ー ス を 備
え て い る 。 触 媒 ユ ニ ッ ト の 一 例 は 、 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 伊 国 特 許 第 ２ ０ ０ １ Ａ １ ９ 号 明 細 書
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 実 際 の 触 媒 部 分 は 、 ス テ ン レ ス ス チ ー ル の シ ェ ル に 取 囲 ま れ 、 溶 接 さ れ た ジ ョ イ ン ト で
、 形 状 及 び 長 さ の 異 な る 管 継 手 、 パ イ プ 及 び フ ラ ン ジ ジ ョ イ ン ト に よ っ て 他 の 排 気 シ ス テ
ム （ マ ニ ホ ー ル ド 及 び サ イ レ ン サ ） に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ れ ぞ れ の 車 両 は 、 独 自 の 仕 様 の 排 気 シ ス テ ム を 有 し て お り 、 今 日 で は 、 ７ ０ ０ を 超 え
る 異 な る タ イ プ の 自 動 車 が 存 在 し 、 こ の た め 、 ７ ０ ０ の 異 な る タ イ プ の 触 媒 が 存 在 す る 。
全 て の 機 種 を 複 製 す る こ と は 、 全 て 購 入 し な け れ ば な ら な い た め 、 非 常 に コ ス ト 高 な 投 資
と な る 。 そ れ ぞ れ が １ つ の ア セ ン ブ リ 治 具 の 製 造 を 必 要 と し 、 管 継 手 （ パ イ プ 及 び フ ラ ン
ジ ジ ョ イ ン ト ） は 、 正 確 に 識 別 さ れ て 再 生 さ れ な け れ ば な ら な い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ れ ら の 全 て の 機 種 を 製 造 す る た め に は 、 装 備 に 対 す る 初 期 投 資 に 加 え て 、 こ れ ら を 組
立 て ら れ る よ う に す る 部 品 （ 半 完 成 品 ） に 対 す る 更 な る 投 資 が 必 要 と な る 。 機 種 が ７ ０ ０
を 超 え る 場 合 、 複 製 す べ き 部 品 は 、 ３ ０ ０ ０ を 超 え る 。 完 成 品 や 半 完 成 品 の 在 庫 倉 庫 を 管
理 す る 物 流 の 労 力 が 多 大 で あ る ！
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 使 用 済 み コ ン バ ー タ の 再 生 は 、 一 般 的 に 、 モ ノ リ ス を 収 容 す る 触 媒 コ ン バ ー タ の 一 部 の
交 換 で あ り 、 触 媒 ブ ロ ッ ク の 交 換 を 意 味 す る 。 形 （ 輪 郭 ） 及 び 形 状 の 変 化 を 避 け る た め 、
作 業 は 、 部 品 が 車 両 に 装 着 さ れ た 状 態 、 又 は 、 部 品 が 両 端 で 治 具 に ク ラ ン プ さ れ た 状 態 で
行 わ れ る 必 要 が あ る 。 の こ ぎ り 又 は 研 磨 デ ィ ス ク を 使 用 し て モ ノ リ ス 及 び そ の 円 錐 形 継 手
で で き た 触 媒 ブ ロ ッ ク が 切 断 さ れ て 、 新 し い セ ラ ミ ッ ク 又 は 金 属 ユ ニ ッ ト に 交 換 さ れ る 。
こ の 作 業 が ど の よ う に 実 行 さ れ る か に よ っ て 、 そ の 作 業 結 果 が 異 な る で あ ろ う 。 特 に 触 媒
と コ ン バ ー タ が 同 じ ブ ロ ッ ク の 一 部 で あ り 、 そ の 作 業 工 程 に 影 響 す る 場 合 、 新 し い 触 媒 の
取 付 が 常 に 容 易 で あ る と は 限 ら な い の で 、 外 観 が 常 に 好 ま し い 結 果 と は 限 ら な い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
－ 一 部 が オ リ ジ ナ ル 部 品 で 他 は 低 品 質 で あ る こ と が 多 い 非 オ リ ジ ナ ル 部 品 に よ っ て 混 合 さ
れ た コ ン バ ー タ が 得 ら れ る 。
－ 作 業 コ ス ト は 常 に 手 頃 で あ る と は 限 ら ず 、 取 扱 う コ ン バ ー タ の 複 雑 さ が 人 件 費 に 影 響 し
、 そ の 結 果 、 品 質 と 価 格 と の 関 係 に 悩 ま さ れ る こ と に な る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 劣 化 し た コ ン バ ー タ （ 触 媒 の 効 果 が 劣 化 し た も の ） を 再 生 し 、 ま た 、
も は や 効 果 が な く な っ た コ ン バ ー タ （ 内 部 の モ ノ リ ス が 破 損 し 又 は 存 在 し な い も の ） を 再
生 す る シ ン プ ル で 安 価 な 方 法 を 提 案 す る こ と で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 添 付 図 面 を 参 照 し て 、 の こ ぎ り の 使 用 に よ っ て 、 劣 化 し た 触 媒 は 、 断 面 積 及 び モ ノ リ ス
の 形 状 が 一 定 で あ る 、 す な わ ち 、 そ の 内 容 物 を 容 易 に 取 り 出 す の に 便 利 な と こ ろ で そ の 軸
に 垂 直 に 片 側 が 切 断 さ れ る （ 図 １ ） 。 あ る い は 、 断 面 が 最 大 と な る と こ ろ で 軸 に 平 行 に 切
断 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 そ し て 、 コ ン バ ー タ は そ の 内 部 を 完 全 に 空 に さ れ る 。 時 と し て 壊 れ て い た り 部 分 的 に 欠
如 し て い る セ ラ ミ ッ ク 部 分 （ モ ノ リ ス ） 又 は 触 媒 金 属 部 分 が 取 り 出 さ れ て 、 リ サ イ ク ル の
た め に 送 ら れ る （ 未 だ 含 有 す る 貴 金 属 を 再 利 用 す る た め ） （ 図 ２ ～ ３ ） 。 内 部 は 、 残 留 物
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が 注 意 深 く 洗 浄 さ れ て 、 滑 ら か な も の と ひ だ 付 の も の の ２ つ の 金 属 シ ー ト を 重 ね て 巻 く こ
と で 得 ら れ る 新 し い 触 媒 ユ ニ ッ ト が 詰 め ら れ 、 こ れ ら は 、 公 知 技 術 に 従 っ て 、 ウ オ ッ シ ュ
コ ー ト が コ ー テ ィ ン グ さ れ て 他 の 貴 金 属 で 浸 透 さ れ て い る （ 図 ４ ） 。 こ の 方 法 の バ リ エ ー
シ ョ ン と し て 、 （ 最 初 に ） ウ ォ ッ シ ュ コ ー ト の み が 処 理 さ れ 、 そ の 後 に 貴 金 属 で 浸 透 さ れ
る 巻 か れ た ユ ニ ッ ト を ケ ー ス に 挿 入 す る よ う に す る こ と も で き る 。 巻 か れ た ユ ニ ッ ト 及 び
そ の 製 法 の 概 念 に つ い て は 、 多 く の 容 易 に 入 手 可 能 な 文 献 が あ り 、 参 照 す る こ と が で き る
。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 そ し て 、 新 し い 触 媒 ユ ニ ッ ト は 、 複 数 の ピ ン 、 リ ベ ッ ト 、 ロ ッ ド 又 は 継 手 に よ っ て オ リ
ジ ナ ル の ケ ー ス に 固 定 さ れ る （ 図 ５ ） 。 こ の 巻 か れ た 帯 状 体 は 、 コ ン バ ー タ の 軸 に 対 し て
回 転 及 び 移 動 が 防 止 さ れ な け れ ば な ら な い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 あ る い は 、 ケ ー ス の 正 確 な 内 部 形 状 を 判 明 さ せ た 上 で 、 正 確 な 縦 寸 法 （ ケ ー ス の 寸 法 と
一 致 す る よ う に さ れ た ） の 薄 い ス チ ー ル プ レ ー ト を 圧 延 し 、 こ れ に 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ
た 方 法 に 従 っ て ウ オ ッ シ ュ コ ー ト で 処 理 さ れ た 滑 ら か 及 び ひ だ 付 の ス チ ー ル 帯 状 体 か ら 巻
か れ た ユ ニ ッ ト を 詰 込 む こ と も で き る 。 後 者 の 場 合 、 再 生 は 、 組 立 て ら れ た 触 媒 ユ ニ ッ ト
を 空 に さ れ た オ リ ジ ナ ル の コ ン バ ー タ の ケ ー ス に 挿 入 し て 、 こ れ を ケ ー ス 自 体 に ス ポ ッ ト
溶 接 し て 固 定 す る こ と に よ っ て な さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 嵌 め 込 ま れ た 後 、 こ の 帯 状 体 に 最 初 に こ の 工 程 が 実 行 さ れ て い な い 場 合 は 、 新 し い 巻 か
れ た 帯 状 体 ユ ニ ッ ト は 、 公 知 の 工 程 に 基 づ い て 貴 金 属 に 浸 透 さ れ る 必 要 が あ る 。 熱 処 理 後
（ こ の 段 階 で 浸 透 工 程 が 実 行 さ れ た 場 合 に の み 必 要 で あ る ） 、 コ ン バ ー タ は 、 閉 じ ら れ 、
す な わ ち 、 始 め に 分 離 さ れ て い た 部 分 が 結 合 さ れ て 一 体 に 溶 接 さ れ る （ 図 ６ ～ ７ ） 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 溶 接 は 、 連 続 電 極 溶 接 機 又 は Ｔ Ｉ Ｇ 溶 接 機 の い ず れ か に よ っ て 行 う こ と が で き る 。 後 者
を 使 用 す る 場 合 の ほ う が 、 結 合 の 痕 が 残 ら な い の で 、 外 観 が 明 ら か に 優 れ た も の と な る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 最 後 に 、 コ ン バ ー タ は 表 面 の 酸 化 物 を 取 除 く た め に 研 磨 仕 上 げ さ れ る 。 こ の 作 業 は 、 付
加 的 な も の で あ り 、 部 品 に 新 品 の 輝 き を 取 り 戻 さ せ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ の 技 術 の 利 点 は 明 白 で あ る 。
　 高 品 質 の ス テ ン レ ス ス チ ー ル 製 で あ る た め 、 い ま だ 最 高 の 状 態 に あ る オ リ ジ ナ ル の 部 品
上 で 作 業 が 実 行 で き る の で 、 治 具 、 特 殊 部 品 、 フ ラ ン ジ ジ ョ イ ン ト 又 は ス ペ ア パ ー ツ を 作
る 必 要 が な い 。
－ コ ン バ ー タ の 整 備 す な わ ち 再 生 に 必 要 な の は 、 標 準 製 品 の 触 媒 帯 状 体 の み （ ２ つ 又 は ３
つ の サ イ ズ で 全 て の コ ン バ ー タ を オ ー バ ー ホ ー ル す る こ と が で き る ） 、 又 は 、 た か だ か 標
準 形 状 及 び 寸 法 の 触 媒 ユ ニ ッ ト で あ る 。
－ こ の 整 備 は 、 オ リ ジ ナ ル の ４ ０ ０ ｃ ｐ ｓ ｉ （ セ ル ／ 平 方 イ ン チ ） の セ ラ ミ ッ ク ピ ー ス を
ス チ ー ル の 強 固 な コ ン バ ー タ に 変 換 し 、 こ の コ ン バ ー タ は 、 決 し て 壊 れ な い （ こ れ に 対 し
て 、 セ ラ ミ ッ ク は 非 常 に 脆 い ） 。 結 局 、 セ ラ ミ ッ ク モ ノ リ ス の 再 生 は 、 セ ラ ミ ッ ク ユ ニ ッ
ト の 硬 さ と 脆 さ 両 方 に よ っ て 、 実 行 が 非 常 に 困 難 で あ り 、 結 果 と し て 不 経 済 で あ る 。
－ 新 し い 触 媒 は 、 ４ ０ ０ ｃ ｐ ｓ ｉ の 帯 状 体 を 使 用 し て 製 造 す る こ と が で き る だ け で な く 、
２ ０ ０ 及 び １ ０ ０ ｃ ｐ ｓ ｉ 並 び に あ ら ゆ る セ ル 数 の 一 般 的 な 帯 状 体 を 使 用 す る こ と も で き
る 。 セ ル 数 の 変 化 に よ っ て ガ ス が 通 過 す る 際 の 触 媒 に 対 す る 抵 抗 が 変 化 し 、 そ の 結 果 と し
て エ ン ジ ン 性 能 が 変 化 す る こ と は 公 知 で あ る 。 こ の 技 術 は 、 ス ポ ー ツ カ ー の 場 合 に も 好 都
合 で あ る 。 触 媒 の オ リ ジ ナ ル の 特 性 を 取 戻 す か 、 あ る い は 、 性 能 の 観 点 か ら 、 よ り ス ポ ー
テ ィ な 仕 様 を 与 え る こ と に よ っ て 触 媒 を 再 生 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
－ 巻 か れ た ユ ニ ッ ト を ケ ー ス 内 に 挿 入 し た 後 、 浸 透 さ せ る こ と に よ っ て 貴 金 属 が 節 約 さ れ
、 こ れ に よ り 、 コ ス ト が 削 減 さ れ る 。 処 理 済 の 帯 状 体 で 作 業 が 行 わ れ る の で 、 挿 入 さ れ る
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巻 か れ た ユ ニ ッ ト の 測 定 中 及 び ピ ン の 位 置 決 め 用 の 穴 あ け 中 の 材 料 の 損 失 が 避 け ら れ る 。
－ 工 程 は 、 迅 速 で あ り 、 作 業 の 終 了 時 に 、 溶 接 が う ま く 完 了 す れ ば 、 継 目 の 痕 は 残 ら な い
。 こ れ は 、 あ ら ゆ る 形 状 （ 円 形 、 楕 円 形 、 台 形 等 ） の 触 媒 に 使 用 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 は 、 多 く の 修 正 が 可 能 で あ る が 、 そ れ ら の 全 て は 、 本 発 明 の 概 念 に 含 ま れ る 。 技
術 的 な 細 部 は 、 他 の 技 術 的 に 均 等 な 要 素 に 置 き 換 え る こ と が で き る 。 必 要 な 用 途 に 適 合 し
て い れ ば 、 必 要 に 応 じ て あ ら ゆ る 材 料 を 使 用 す る こ と が 可 能 で あ る 。
                                                                                

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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